
                地域密着型金融の取組事例（2018年） 

  

 

農山漁村等地域の情報収集を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

 (8)ＪＡバンクピンクリボン運動 

ＪＡバンク和歌山（和歌山県） 

 

新規 継続 

  

○ 

（2011年 9月） 

 

1 動機（経緯） 

ＪＡバンク和歌山の啓発活動を通じて、ＪＡ利用者の健康増進を行い、また地域に

根ざした金融機関であることをＰＲし、更なるイメージアップを図ることを目的に

実施しました。 

2 概要 

9 月～10 月の 2 か月間を取組期間として、セルフチェック法チラシを店頭やＡＴＭ

等に常備し、興味を持った来店者やヤング世代の来店者に対してはチラシを配付し、

お声掛けを行いました。 

また、20 歳以上 39 歳までの女性のうち、定期積金（毎月積立額一定額以上）の契

約がある利用者に、乳がん検診の機会提供を行い、検診費用の助成を行いました。 

（検診費用を上限とし、助成額はＪＡで設定。検診日はＪＡ毎に設定。） 

3 成果（効果） 

来店者へのチラシ配布や店頭でのポスター掲示、また、子育て世代の女性向けフリ

ーペーパー等広くＰＲを行ったことから、乳がんへの関心を高め、同時に、ＪＡバ

ンク和歌山の取組みへの理解も深めていただくことができ、地域密着型の金融機関

であることをアピールできたと感じています。 

4 今後の予定 

ピンクリボン運動の認知度は確実に上がっていますが、ＪＡバンクのピンクリボン

運動をきっかけに地域の多くの方に関心を持ってもらい、より理解を深めていただ

くため、引き続き実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


